
外部卓話 歴史と伝統を新たな時代へ

～学校教育力のさらなる高みをめざした改革への挑戦～

鹿児島商業高等学校 堀之内尚郎校長先生

１ 学校の現状

近年の大幅で長期的な少子化の影響や私立高校の授業料無償化、通学バスの路線変更や減

便、県立大成寮や下宿の廃止、ジェンダーへの関心の高まり等を受け、平成 29 年度入学生

から定員割れが続いており、学校の魅力向上や活性化について、抜本的な検討を行う必要が

生じていた。

２ 学校活性化策検討の方向性

「学校経営方針」に掲げている「学びたい学びがあり、進路目標を達成でき、充実した学校生活

を送れる学校」を実現するため、 本校の魅力、学校教育力について再確認するとともに、生徒指導、学習指導、進路指導の面

から活性化策を検討することにした。

第一部 「充実した学校生活を送れる学校」づくり・・・楽しい学校づくり

生徒の主体性や自主性を生かしながら自ら考え判断する機会をできるだけ多く作る。

(1) 「生徒心得」を見直し、ビジネスシーンを意識しながら、生徒が自ら考えて判断する校則に変更。（R5.4）

(2) 制服を見直し男女を問わずに自由に選択。（R6.4）

(3) 生徒から要望のあったアイスクリーム自動販売機の導入や、学食メニュー、菓子パン等の種類を増やすなど、学校に憩いの

場づくりを推進。（R4.8）

(4) 「ライザップ体つくり教室」（R4～R5）、「亀田和毅講演会・特別授業」（R6.6）、斎藤佑樹氏(R6.10)、大相撲ＯＢ力士

(R6.11)など専門家と交流する機会を拡充。

(5) 国際交流（R4 ウクライナ、R5 タイ、R6 中国）を行い、多様な価値観を有する同世代の若者との交流を促進。

第二部 「学びたい学びがある学校」づくり・・・教えるから学ぶへの転換

(1) 平成５年度に設置した商業科、情報処理科、国際経済科の学科を再編。

(2) 魅力ある教育課程の編成。（新たな学習指導要領に示されている「探究学習の充実」を踏まえ、「課題研究」を教育課程の

中心に位置づけるとともに、進路希望に応じた選択科目の配置、「情報Ⅰ、情報Ⅱ」の開設、起業家やＩＴ人材、全国大会、

九州大会等で活躍するトップアスリートの育成など、学科の特徴が分かりやすく、これまで以上に専門的な内容が学べる教

育内容へと移行。）

(3) 各教科・各科目において、大学や専門学校、企業、自治体、小学校等と連携した学びを多く取り入れるとともに、大学・企

業・自治体からの出前授業、小学校への出前授業などを取り入れた活動を実施。

(4) ＩＣＴ機器を積極的に活用した授業へ転換。

第三部 「進路目標を達成できる学校」づくり・・・進路意識の高揚

(1) これまで３年次の４月に配布していた「進路の手引き」の内容を、進学や就職について細やかに記述した内容に刷新し、１年

次から３年次まで全ての生徒に配布。

(2) 大学を目指している生徒を対象にした「小論文指導」を１年次から実施。

(3) これまでは、経済学部、経営学部、商学部等への大学進学が中心であったが、これらに加え、情報、体育、女子大学等への

進学が今後見込まれることから、新たな進学先を確保するため、関東、関西、福岡地区の大学を訪問し、直接「指定校推

薦」等について依頼。

３ 学科再編・共学後の高校入試の倍率

＜一般入試出願時＞ Ｒ６ Ｒ７

ビジネスクリエイト科 １．５７倍 １．３６倍

情報イノベーション科 1.４８倍 １．７８倍

アスリートスポーツ科 １．１４倍 ０．２５倍※ ※推薦で 32 人合格、転科合格等で充足



市内ロータリークラブのプログラム 記帳メークアップ★11：30～12：30 ☆17：30～18：30

ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場 ＲＣ 例会日 プ ロ グ ラ ム 例会場

東

9/18(木)

例会なし
ホテルサンデイ

ズ 鹿 児 島
中央

9/22(月)
情報集会報告兼会員増強フォーラ

ム
山 形 屋

北 例会なし アートホテル 令和 例会なし
ホテルサンデイ

ズ 鹿 児 島

サザン 4クラブ合同例会 夜間例会
ホテルタイセイ

アネックス
東南

9/23(火）
例会なし サンロイヤル

鹿児島
9/19(金)

会員卓話 有馬会員 山 形 屋 城西 例会なし
ホテルサンデイ

ズ 鹿 児 島

ｱｶﾃﾞﾐｰ 会員卓話 鹿児 島大学 西 9/24(水） 祝日休会 山 形 屋

●出席率 80％を目指しましょう！

第 3141回例会 出席報告

会員数 出席数 出席率

32(31)名 20名 64.52％

●今後の予定

9/24(水) 祝日休会

10/1(水) 高雄東RC歓迎会（夜間例会）

10/8(水) 例会休会


